
１． 件名：福島第一原子力発電所の事故分析に関する現地調査などの実施 

２．日時：令和４年１２月２２日（木）８時４０分～１７時００分 

令和４年１２月２３日（金）８時４０分～１６時２０分 

３．場所：東京電力ホールディングス株式会社 福島第一原子力発電所 

４．出席者： 

原子力規制委員会 

山中委員長（23 日のみ）、杉山委員 

原子力規制庁 

 長官官房 

  森下審議官、安井原子力規制特別国際交渉官（22 日のみ） 

長官官房 総務課 広報室 

中桐室長、羽賀補佐 

原子力規制部 東京電力福島第一原子力発電所事故対策室 

竹内室長（23 日のみ）、岩永企画調査官（22 日のみ）、新井安全審査官（23

日のみ）、石井係長 

    原子力安全人材育成センター 原子炉技術研修課 

   上ノ内教官（22 日のみ） 

南山地域原子力規制総括調整官 

福島第一原子力規制事務所 

小林所長、高松原子力運転検査官、松本原子力運転検査官、木村原子力運転

検査官 

５．対応者： 

東京電力ホールディングス株式会社 福島第一廃炉推進カンパニー 

小野 CDO、他２０名 

６．要旨： 

（１）原子力規制委員会及び原子力規制庁は、東京電力福島第一原子力発電所福島

第一原子力発電所において下記のとおり現地調査等をした。 

 12月22日（木） 

 2 号機原子炉建屋(地下階) 

 5 号機原子炉建屋(格納容器内)  

 12月23日（金） 

 増設ALPS 

 ALPS処理水海洋放出設備の設置工事状況等 

（２）現地調査後には、固形状の放射性物質の保管管理及び分析体制、事故の分析

調査に関して東京電力と意見交換を行った。 

 

７．その他 

資料：なし 


